
（別紙３）

～ 2025年　12月　28日

（対象者数） 14 （回答者数） 10

～ 2026年　2月　8日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

早期療育の提供に加えて、家族や地域を巻き込んだ支援を心

がけて参ります。定期的に開催している「あそびの広場」を

活用して、より多くの親子の支援をおこないます。

2

個別療育により、子ども一人ひとりの課題を乗り越えていく

力を養っていきます。幼稚園や保育園と連携を取りながら、

子どもの成長を図ります。

3

質の高い療育提供を目指して、療育スタッフ個々のスキル

アップと、教室全体のボトムアップを図ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2025年8月に二の宮公園教室を開設し、療育提供体制を整え

ました。

2

2026年1月につくば教室にて、保育所等訪問支援事業を開設

を開設いたしました。

3

2026年3月に二の宮教室を多機能として放課後等デイサービ

スを開設致しました。将来的に相談支援事業を開設すること

で、小学校のまでフォローアップ出来る体制を構築したいと

考えています。

＜個別療育＞

保護者同席の個別療育により、療育の様子や子どもへの接しか

たを間近で見て頂きます。毎回、フィードバックの時間を15

分設けており、保護者への情報提供・情報共有を行っていま

す。

45分の個別療育の中で、「早期療育」とあらかじめ設定され

た「設定遊び」を組み合わせて療育を提供しております。複数

の療育スタッフが関わるために、療育スタッフと保護者が話を

するフィードバックの時間を15分設けています。

＜個別療育　環境＞

他者を気にすることない個室での個別療育を提供することが出

来ます。ことばの発達を促したり、一人ひとりに適したプログ

ラムで早期療育を提供しています。

ゆっくりと話す事が出来る療育室では、子どもへの早期療育に

加え、保護者へのフィードバックの時間も、しっかりと情報提

供、情報共有をすることが出来ます。

発達障がいを持つ子どもが、その人らしい豊かな人生を送れる

ように、お子様の発達・成長を多職種スタッフによる連携で見

守り、早期療育を提供しています。

OJTを通じて、療育スタッフ同士の学び合い、研鑽をおこなっ

ています。療育後の振り返りの時間では、子どもの情報共有を

おこなっています。

保護者から、小学校に入学してからもフォローアップして欲し

いという要望がございます。

小学校進学後もいつでも教室に電話連絡して頂けるようお伝え

しております。（実績あり）

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

時間割による療育提供のため、新規のご利用希望の方に対し

て、曜日・時間が合わずにキャンセル待ちになることがござい

ます。

現在ご利用中の利用者様のライフスタイルの変更等を把握し、

一人でも多くの希望者を受け入れる体制を構築致します。

保育所・幼稚園から訪問依頼を受けますが、全てを受けること

が出来ていません。

職員の配置を工夫して、出来る限り、ご要望にお応えして保育

所や幼稚園等に訪問するようにいたします。

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ことばとこころの教室 カナデル 二の宮公園教室

○保護者評価実施期間
2025年　12月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


